
○施設づくり(まちづくり)の中核となるワークショップ

一過性で終わらない、設計への住民参加プロセスが長期的街づくりの契機になるために

基本設計 実施設計 建設工事 開館！基本計画基本構想

業務の実施方針

［初期］設計課題の把握と目標設定
・現地調査、関係者へのヒアリング
・建築基準関連規定及び条例チェック
・関連機関事前打ち合せ
・プログラムの組み立て
・ワークショップ、勉強会

［中期］技術的課題の解決
・建築計画
・構造計画
・設備計画
・図書館計画
・音響計画

［後期］目標達成度チェック
・目標達成度の客観的評価
・コスト／工期試算
・施設運営計画との整合
・施設メンテナンス計画

【基本設計完了】
・関係者へのレビュー
・工事予算の精査
・実施設計への移行

・工法検討
・ 削減検討

的確なコスト把握に基づくスムーズな業務遂行 （特に重視する設計上の配慮事項）

（市民意見の反映方法）

設計業務への取組方針
施設が小出郷の新しい街づくりの拠点となるために必要なこと

全ての世代の人々が喜ぶ施設をつくるために必要なこと

地域独自の建築で数々の受賞歴をもつ建築家と
各種公共施設の専門家に地元の知性を加えたベストチーム

業務の取組体制

設計チーム 統括
建築家

各種
専門家

まちづくり
担当者

意匠主任
技術者

構造
主任
技術者

機械設備
主任
技術者

電気設備
主任
技術者

管理技術者

魚沼市地元
建築家

市民

地域の有識者
知恵袋

女性
技術者

住民とのコミュニケーションを図るための5つの方策

（特に重視する設計上の配慮事項）

ワークショップで市民意見を最大限に取入れ可能な施設計画と、その市民参加をまちづくり運動に成長させる設計過程の提案

様式第15号



→雪を建物の足元に
　近づけない

様式第16号-1 技術提案書
いつでも、誰もが集える「まちの大広間」をつくる - 小出の町に　にぎわいの中心を生みだす楽しい建築

私達の目指す
５つの目標

私達の用いる８つの方法

道の反対側の雁木（アーケード）の下からの施設正面を臨むイメージ

格子状の天井システム

敷地の条件を生かした配置

オーバーハング外壁

格子状RC構造①

自動除雪システム

光と風の塔

縦格子ルーバー

地場産材（杉・ブナ）の利用

→自由で多様な平面
→経済的

→自由な間仕切り
→照明・展示計画

→街並みにつながる
→出入りしやすい駐車場
→除雪しやすい配置

→除雪ロボットの開発
→人力を用いない
→地下水を用いない

→天空光を建物
　中心に導入
→外に向かって
　建物の活力を
　輝かせる

→自然光の
　制御と利用
→ブナ材の
　柔らかい表情

→魚沼にしかない
　ブナの森のような
　居心地の良い空間

1 2 3 4 5中心市街地に
活力を与える建築

多様な使い方に対応する,
柔軟な建築

無駄のない, 
使い易い合理的な建築

雪に負けない, 
強い建築

自然の恵みを利用した,
健康な建築

・まちづくりの勢いを市全域
　に広げる

・施工費、維持費が少ない
・長持ちする建築

・風土を良く理解しつつ
・新しい工夫を生み出す

・気候、自然条件を生かす
・ブナ、杉等木材を利用する

・図書館と公民館の新しい
　複合/将来の変化への対応

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧



様式第16号-2 技術提案書

多目的スタジオ
吸音や遮音など建築音響に配慮
した木質空間で自然光が入る
明るいダンズスタジオ
ダンスだけでなく集会などにも
利用できる多目的スペース

休憩スペース
お弁当を食べたりおしゃべりが
できるフリースペース

読書スペース
街並みを見下ろす日当たりがよく静
かで落ち着きのある読書スペース

電気 機械室
最上階に配置し設備機器を水害
から守る

自習室
遮音性能が高いガラスの間仕切
り壁で囲まれる明るく見通しの
よい学習室

大ホール
魚沼のブナ材で仕上げた明るく
温かみのあるホール
を完備した多機能ホール

たたみスペース
ブラウジングや児童図書の近く
に靴を脱いでくつろいで本が読
めるみんなのスペースをつくる

事務室
人の動きが把握しやすい大階段

吹抜けの近くに配置

消防車庫 防災倉庫
車輌の出し入れがしやすい東側
公道近くに配置

屋外駐車場貯雪エリア
除雪がしやすいように滞雪エリ
アを駐車エリア周辺に十分確保

緑地帯
雪に強く維持管理がしやすいノ
シバで計画
貯場や臨時の駐車場としても使
用可能

貸室
図書・メディアがすぐそばにある貸室

ピロティ駐車場
屋外駐車場と一体でイベントス
ペースにもなる

キッチンスタジオ
魚沼のおいしい米をテーマに
したコンセプトキッチン

集いの広場
ワークショップや展示ができ
る多目的イベントスペース

書架コーナー
イベントにあわせた書籍を集
めた企画閲覧コーナー

搬入口
エレベーター 書庫に直結する
場所に配置

インフォメーションボード
生涯学習センターの活動／
イベント情報を通りに向か
って発信する

貯雪エリア

貯
雪
エ
リ
ア

自動運転除雪ロボットの動き

光の塔

吹抜

大階段

靴を脱いで本が読めるたたみスペース
街並みを見下ろしながら読書ができる
読書スペース

集会 展示 イベントができ活動をまち
に向かって発信する集いの広場

車の動き
人の動き

壁面書架イメージ
当社実績

おはなしの部屋イメージ
当社実績

展示棚を兼ねた書架
当社実績

雁木を再生



屋上の雪庇防止
柵はコストと耐
久性を考慮しつ
つ意匠性にも配
慮して選定

様式第16号-3 技術提案書

光と風の塔を中心としたまちの大広間

居心地のよい単位空間をつくり, それを緩やかに融合することで, 魚沼の学びと生活が一体となった複合施設をつくる
雪から建物と人の活動を守る

商店街とのつながりを作る雁木の提案と
まち並みを作る外装の検討

魚沼のブナ材や杉材を使い、
明るく温かみのある木質空間をコストを抑
えて実現する
モジュール(機能単位)を活かした木製天井

日差しから図書を守る木製ルーバーと
日差しを取り入れるライトシェルフ

　建物中心に光と風の塔を配置する。上部から
の光が吹き抜けを介して１階まで届き、風が通
り抜ける居心地の良い空間は、自然に人々が集
まるまちの大広間となる。同時に夜には内部の
光が明るく漏れ出し、まちを柔らかく照らすラ
ンドマークとなる。

大階段

吹き抜け

光と風の塔

多用途に使えるまちの大広間のイメージ

光と風の塔を見上げたイメージ

光と風の塔の参考事例1

光と風の塔の参考事例2

　多くの人は車で本
施設に訪れると予想
されるが、施設をあ
えて道路側に寄せ、
ファサードに表情を
つくり、雁木を新設
（提案）。徒歩での
動線を配慮したデザ
インと配置が商店街
に新たな活気を作り
出す。

　降雪時は屋上に堆雪さ
せることで井水やエネル
ギーを極力使わないシス
テムとし、雪おろしにか
かる手間と労力を削減。

　外壁をオーバーハング
させることで雪が建物近
傍に集まることを防ぎ、
足元の除雪作業を不要と
する。また、雁木を新設
する面は、建物との間に
できる隙間が室内に明る
い光を誘い込む。

屋上の雪庇防止柵

オーバーハング外壁

木製ルーバーとライ
トシェルフのイメー
ジ
左側に見えるのは書
棚で囲まれた会議室
の例で、一部をくり
抜いて内部を覗くこ
とができる。

木製システム天井のイメージ

　魚沼産の木材を活用
したグリッド天井・間
仕切りシステムを提案
する。経済寸法での割
付が可能で、合理的か
つ将来の変更にも容易
に対応が可能。

　2階の外壁を木製の格子で包む込み、日差し
を遮ることで図書を守る。また、ライトシェル
フを設置し光を反射させて内部に柔らかく日差
しを取り込む。

　図書館に必要とされる基本的な
性能（音環境・わかりやすい動線
・図書を守る空調システムや内装
等）を整備しつつ互いの集中を妨
げず、快適な空間をつくる。

雁木の隙間から光が差し込み、セットバックすることで歩道も広くなる

外側からの見え
方も考慮し内装
を選定

まち歩きを推奨
する雁木の提案

内部の賑わいが
見える素材や形
状を選択

!
"
"

間仕切り

木製ｼｽﾃﾑ天井の断面ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ

木製ｼｽﾃﾑ天井の見上げﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ

天井内設備スペース

照明設備

雪庇
防止柵

屋上をオーバーハングさせる
（外壁をセットバックさせる）

雪庇
防止柵

雪庇
防止柵

テーマ1,2,3,5

テーマ1

テーマ3

テーマ(魚沼にまるわる生活や文化)に合わせた本を集めたり,
研究会を行ったり,展示ができたりする

テーマ5

テーマ2

大階段

駐車場
入口

駐車場
出口 新設雁木（提案）

おはなし 書庫

EV

EV

EV

ブナ材グリッド天井

多目的スタジオ　

雪庇防止柵の屋上

▲
正面入口

天井システム

3階

2階

1階

ピロティ入口
▼

自習

図書・メディアスペース

搬入口
▼

案内

児童図書

事務

休憩スペース

商店街につながる
賑わいエリア

プライバシーや、
作業性を考慮した
しずかなエリア

まちの大広間
（コラボレーションラボ）

貸室

ピロティ
駐車場

屋外
駐車場ピロティ

駐車場

大ホール



様式第16号-4 技術提案書

旧図書館の使用例
堀之内

広神

小出郷

湯之谷

入広瀬

守門

生涯学習センターの活動がアーケードに滲み出し、まちに広がり、地域の賑わいへと拡大する
都市構造再編集中支援事業の中核となり、活動がにぎわいづくりのムーブメントになる
・図書館・生涯学習機能から、魚沼を元気で豊かにする要素を抽
   出し、各テーマエリアを設定した空間づくり

・各テーマごとに人が集まり、その活動と情報が内部の賑わいを
　作り、空間を魚沼の特徴と楽しさでいっぱいにする。

・内部の活動が、新しい雁木や駐車場、広場に溢れ出しアーケード
　や商店街、旧図書館、各公民館図書室に広がる。

・同時に行う都市機能再編事業とともに、活動成果が旧小出郷の
　街中に配置され、その印象と活動が市内全域に広がる

・旧図書館、文化会館、まちづくりNPO、ものづくり協議会、
　エンジョイスポーツ、商工会、観光協会、学校、市民大学、
　町内会等と連携して学習・賑わい、まちづくり企画を行なう。

新しい雁木の下に溢れ出す内部の賑わいの表情 にぎわいと活動が魚沼市全体に広がる

屋内の催事やテーマ書籍展示、ピロティや
駐車場での活動やイベント、アーケードの
一角や空き店舗を利用した賑わい企画が地
域の生活や産業と結びつくことで、街中に
広がっていく。

小出郷のアーケードや空き店舗に広がっ
た、生活と産業が結びついた賑わいは、
各地区の公民館図書室やコワーキングス
ペース、ボランティアセンター、幼保小
中高に活動が広がり、魚沼全体の賑わい
へと拡大する。

都市構造再編集中を加速させ、街中に賑わいを溢れさせるテーマ例

図書館／カフェ／ものづくり試作品のショップが
融合した空間の例（当社実績）

生涯学習センターと旧図書館が拠点となり、地域の回遊性・新しい人の流れを創出

テーマ4

テーマ4 テーマ4

テーマ4 テーマ4

屋外駐車場とピロティを使ったイベント開催のイメージ

1階の「まちの大広間」の活動が通りに滲み出すイメージ

生涯学習センターと旧小出郷図書館の連携

生涯学習センター

旧小出郷図書館

各地区の公民館図書室と生涯学習センターの連携

人の流れ

車の流れ

１階の開放的な場所を利用し、テーマを持った蔵書/
資料/研究開発/試作を行ったり、商品化を目指したり
魚沼の文化と生活を表現する場所をつくる

魚沼コンセプトキッチン＆美味しいごはんラボ（例）
→「ぬか釜」や炊飯器を備えたキッチンを用意、米の
図書資料を同時に用意し、研究と実習が同時に行え
日本一美味しいお米の炊き方を研究

屋外駐車場とピロティが連続し,屋内外一体でイベントができる
市内に2000社以上ある中小企業や大学との連携で、商品開発や雇用促進
を伴ったテーマを持った催事と蔵書/資料/によって、魚沼世界ブランドを
育てる。
屋内外を連続して利用することも可能。
日常の活動が賑わいを醸成する。

旧図書館の１階を利用して、複合施設で開発した商
品の展示/販売/試食等を行うトライアルショップと
して利用

!"#$

%

!&'()*+,

%

「魚沼のブナ材でつくった家具やおもちゃ」



様式第16号-5 技術提案書

100%

77%

新設
工事費

設計監理
その他

修繕
更新費等

保全
管理費等

光熱
水費等

建替え
備蓄費等

雪の利用検討(雪室)

外断熱

高断熱ガラス

自然換気窓

堆雪型の屋根形状
雪おろしの手間を
軽減

光源を見せな
い天井仕上げ

積雪時でも利用可能な屋
根付き駐車場＝屋外広場

小水力
発電

地熱利用
の検討

自然換気窓

消火水槽 地熱利用の検討
(夏は冷房利用)

受変電設備
熱源設備
給水ポンプ

・外部に直接出られる屋内駐車計画を徹底


